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本研究
・珪藻土のアルカリ処理の影響
・アルカリ処理溶液の有効利用
・珪藻土の高機能化

珪藻土

アルカリ処理

固体液体

水熱処理

酸添加

珪藻土 ・残存した珪藻土
アルカリ処理による表面積の向上(5→40 m2g-1)

溶 液

沈殿生成物 表面積470 m2g-1 MFI型ゼオライト
表面積179 m2g-1

☆ 天然に豊富に存在する珪藻土から多孔質材料への転換が可能
☆ 沈殿生成物は高表面積を有し、吸着担体に利用可能
☆ 沈殿生成物からMFI型ゼオライトへ転換が可能

－天然資源から機能性材料の創製－

アルカリ処理

水熱処理酸添加

170 ℃, >96 h

天然資源の利用：
○長 所
・天然に豊富に存在する
△短 所
・不純物が含まれる

天然資源を活用すれば経済的に安価

キャラクタリゼーション
結晶相：XRD
表面積：BET1点法
形態： FE-SEM

沈殿生成物

高機能化


